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② 震災遺構見学 
    震災遺構「明戸海岸防潮堤」を見学した。

鉄筋コンクリートで頑丈に作られた防潮堤

が，アメ細工のように曲がっている様子や根

こそぎ削り取られた様子から，改めて地震と

津波の破壊力のすさまじさを感じ取るとと

もに，自然災害の恐ろしさを忘れてはいけな

いという教訓を学んだ。 
 
  
  
 
 
 
 
 
 
ウ 事後学習 

    ①学習のまとめ 
     東日本大震災の被害の様子や復興に向けて   
    の人々の努力について，学習して分かったこ

とや感想などを学年の実態に応じてまとめ

た。 
【２年生】 

  分かったことや感想を三角スタンドにまと 
めた。 

 
 
 
 
 
 
 
     

【３・４年生】 
     １枚のパネルに地図を配置し，そこに分か 

ったことや考えたこと，写真等を配置し，ま 
とめた。 

 
 
 
 
 
 
 
 

    【５・６年生】 
     震災学習列車の学習を通して感じたことや 

考えたことを個人新聞にまとめた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②作品交流 
    大野地区の小中学校５校の学習の成果を交換

して掲示し，交流した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅲ 取組の成果と課題 

１ 成果 

（１） 震災学習列車に乗り，実際に被害があった場 

所やその後の復興の様子を目の当たりにし，そ 

れぞれの学年なりに震災の被害や人々の努力を 

感じ取ることができた。 

（２） 東日本大震災や復興について体験をとおして 

学んだことにより，今後自分がどのように関わ 

っていくかを深く考えることができた。 

２ 課題 

（１） 見学や体験をとおして学ぶ学習を今後も継続 
していくために，地域・家庭・各関係諸機関と 
連携した取組をすること。 

（２） 体験活動と教科や領域などとの関連を明らか 
にし，系統的・計画的に復興教育を推進するこ 
と。 

 三角スタンド形式で前面・背面，裏面に作

文や写真をレイアウトし，表示面を変えるこ

とができる。 

【震災遺構見学：明戸海岸防潮堤】 


